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アスファルトコンクリート

章 特　記　事　項

［解4.4.1］

建設廃棄物の種類
中間処理施設又は

再資源化施設の名称等
所 在 地

・　

・　

・　

コンクリート及び鉄

コンクリート

から成る建設資材

（PC板、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板、

ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品等)

木材

木材(縮減)

金属類

小型二次電池

・　 ・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

５ 1 施工調査

2 特別管理産業

  廃棄物の処分

特

別

管

理

産

業

廃

棄

物

等

の

処

理

等

採取する部位

又は箇所等
採取する数量

分析調査を行う特別管理

管理産業廃棄物の種類

・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　

［解5.1.3］

［解5.4.1］

特別管理産業廃棄物の種類 処理施設の名称等 所 在 地 等

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

  機器類

て金属箱に収納し、表示を付して建物管理者に引き渡す（報告書共）こと。

・　

引渡しを要する機器類3 ＰＣＢを含む ［解5.4.3］

注）照明器具安定器にＰＣＢが使用されている場合は、安定器を本体より分離し

撤去範囲

撤去方法

  シーリング材

4 ＰＣＢ含有 ［解5.4.4］ＰＣＢ含有分析調査

・第一次判定

・第二次判定

現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

採取箇所数：計（　　）箇所

採取箇所：※図示（図面（　　　　　　）による）

専門分析機関にてＰＣＢ含有量の分析を行う。

分析個数：計（　　）箇所

・「標準施工要領書（日本シーリング工事業協同組合連合会／日本シーリング

材工業会）」による。

・　

5 特殊な建設

  副産物の

  回収及び処分 殊な建設副産物の種類

回収又は処分を行う特
対象機器名称

・　

処分場の名称等

回収業者又は 保管場所・処分場

の所在地等

・　

［解5.4.1］

測定時期、場所及び測定点

分析方法結果については監督職員に報告すること。

６

ア

ス

ベ

ス

ト

含

有

建

材

の

除

去

等

1 適用 ［改9.1.1］

アスベスト含有建材の除去等については、「公共建築改修工事標準仕様書（建

含有建材の処理工事」による。

2 施工調査

分析方法

※JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による。

・　

材　　料　　名

・　

・　

採取箇所　※図示　・　

定性分析(箇所数)

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

定量分析(箇所数)

（箇所あたり３試料）

［改9.1.1］

用

適

測定８ 撤去後１週間以降

処理作業後シート測定７

測定６

測定３

測定４

測定５・

・

・

・

・

・

・

・

測定２

測定１

名称

測定
測定時期

処理作業前

処理作業中

シート養生中)

測 定 場 所

調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室外(敷地境界)

排出吹出し口

負圧・除じん装置の

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

・計(　　)点

・計(　　)点

・計(　　)点

・計(　　)点

・計(　　)点下の位置

出口吹出し風速1m/sec以

・計(　　)点

・計(　　)点

・計(　　)点

（各施工箇所ごと）

測  定  点

［改9.1.1］

測定方法

ﾒﾝﾌﾞﾚﾝﾌｨﾙﾀ直径（mm）

試料の吸引流量（L/min）

試料の吸引時間（min）

測定３

２５

・１　・　

・５　・　

測定１、２、４、６、７、８ 測定５

２５

・５　 ・　　

・120　・　　

４７

・10  ・  

・240 ・  

・セメント固化　除去したアスベスト含有吹付材の溶融固化

※密封処理

除去したアスベスト含有吹付け材の処理

除去工法　※（9.1.3）(b) (i)～(iv)による　・　

除去対象範囲　※図示

［改9.1.3］

3 アスベスト

　粉じん濃度測定

4 アスベスト含有

  吹付け材の除去

・アスベスト含有吹付け材の除去

5 アスベスト含有

  保温材等の除去

6 アスベスト含有

  成形板の除去

除去対象範囲　※図示（図面（　　　　　　）による）

作業場の隔離　・行う

［改9.1.4］

［改9.1.5］

・無　・有り（場所：　　　　　　　）

2 再資源化等４

建

設

廃

棄

物

の

処

理

・　

・　

・　フロン

除去対象範囲

解体工事特記仕様書（３） 解体 － 03

除去工法　・作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。 ［改9.1.5］

・やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した

状態で行うこと。

・除去物については、粉塵の飛散防止に努め、特に破砕された

アスベスト含有成形版については、湿潤化の上、丈夫なプラスチック袋

に入れる等の飛散防止措置を講ずること。

7 石綿作業主任者 ・石綿障害予防規則　第19条に基づく、「石綿作業主任者」を選任すること。

・　

※図示（図面（　　　　　　）による）・　

・　エアコン

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　 ・　 ・　

・　

・　

(壁掛け）２台

(床置き）５台

築工事編）（平成28年度版）」「９章　環境配慮改修工事」「１節　アスベスト

分析によるアスベスト含有建材の調査　・行う ・行わない

・

・

平成２９年度　浜島コミュニティセンター好文館解体工事

［解4.4.1］3 現場利用する

   再資源化され

　 た建設廃棄物

種　　　類種　　　類

［解4.4.2］

  活用

  域認定制度の

4 産業廃棄物広

  建設廃棄物

5 最終処分する

種　　　類 処理施設の名称等

・　

・　

・　

・　 ・　

・　

・　

・　

再利用する場所（箇所）等種　　　類

所　在　地　等

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　

・　 ・　

所　在　地　等

・　

［解4.4.2］

種　　　類 処理施設の名称等

［解4.5.1］

  廃棄物

  要する建設

6 処理に注意を

所　在　地　等

ＣＣＡ処理木材

ひ素・カドミウム含有

せっこうボード

・　

・　 ・　

・　

  の処理

［標3.2.5］・ 構外搬出適切処理

・ 自由処分

・ 処分地指定　　処分地（　　　　　　）

・ 処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離　8Km

7 建設発生土

8 リサイクル券

・　エアコン(壁掛け）２台

・　冷蔵庫　１台

・　テレビ　３台

※ リサイクル券については市の負担とする。

・ 家電リサイクル料金の発生する機器名称


